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日の暮れるの が早く なり、秋風の 冷たさ を感じる季節 となり ました。  

現在会員登録数 4,803 人さま。次号は 11 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  イギリスの絵本 作 家ローラ・カ ーリン 、まもなく来 日！  

◇国際講演会「ここ ろ を自由に解き 放つ  ロ ーラ・カーリンが創 る 絵本の世界」 

日時： 10 月 31 日（土）  13： 00～ 16： 00 ※参加費 1000 円  

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081031  

◇ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 イ ギ リ ス の 絵 本 作 家  ロ ー ラ ・ カ ー リ ン さ ん と 絵 本 を つ

くろう」  

日時： 11 月１日（日 ）  13： 00～ 16： 00 ※小学生対 象、参 加費 500 円  

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#081101ws  

 

●〈日本児童 文学の はじまりをた どる  巖谷小波の絵 はがき ネットワーク 〉  

◇講演会「巖 谷小波 と絵はがき」  

児 童 文 学 の 祖 と 言 わ れ る 巖 谷 小 波 の ご 令 孫 で 、 小 波 の 絵 は が き コ レ ク シ ョ ン

を 所 蔵 さ れ て い る 巖 谷 國 士 先 生 に 、 絵 は が き か ら 読 み と れ る 小 波 の 「 家 族 」

や「旅」、 絵はがき の 歴史などにつ いてご 講演いただき ます。  

・日時： 12 月 13 日（日）  13： 30～ 16： 00 

・講師：巖谷 國士（ 明治学院大学 名誉教 授）  

・研究報告者 ：土居 安子（ IICLO 理事・総括専門員）  

・場所：大阪 府立中 央図書館  多目的室  ※定員 50 人、参加費 1000 円  

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081213  

 

●第 162 回  日本児 童文学学会関 西例会 （ IICLO 共催）  

◇講演「『シ ンビアパ ート』のトッケビ と『妖怪ウォッチ』の 妖怪キャラク タ

ー の 比 較 を 中 心 と し て  現 代 ア ニ メ ー シ ョ ン に お け る 伝 統 的 怪 異 の 変 容 様 相 」 

（講師：朴美 暻（大 谷大学））  ほか研 究 報告  

・日時： 10 月 25 日（日）  13： 15～ 16： 00 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081031
http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#081101ws
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081213


・場所：大阪 府立中 央図書館  多目的室  ※定員 70 人、参加費 無料  

 

※詳細、お申 し込み は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#08 1025 

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫   

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Noriko's Talk 

*****************************************************************  

『ぼくの名前 はサミ ーム』（フィダン・ミ ークル /作  もりう ち すみこ /訳  み

うらし～まる /装画  鈴木出版  2026 年 9 月）  対象年 齢：中 学生以上  

 

＊今回のゲス トは 日 中児童文学研 究者の 浅野法子さん （Ｎ） です。  

 

あらすじ：アフガ ニス タンから旅を してき た 13 歳のサミーム は 背が高かった

た め 、 大 人 と 決 め つ け ら れ て イ ギ リ ス の 収 容 所 に 入 れ ら れ て い た が 、 年 齢

が 判 明 し 、 里 親 の ブ ラ ウ ン さ ん の 家 に 預 け ら れ る 。 難 民 申 請 を す る た め 、

サ ミ ー ム は 家 族 が 死 ん だ こ と 、 故 郷 で 隣 に 住 ん で い た 同 い 年 の ゼ イ ン と 何

度 も 命 の 危 険 に 陥 り な が ら フ ラ ン ス ま で や っ て き た こ と を 語 る 。 一 方 、 イ

ギ リ ス の 中 学 校 で は 、 チ ェ ス ク ラ ブ に 入 る が 、 チ ェ ス が う ま い マ ッ ク ス に

目 を つ け ら れ 、 暴 力 事 件 に ま で 発 展 す る 。 サ ミ ー ム は 、 幽 霊 の ゼ イ ン に 心

の中で語り続 けなが ら、難民申請 の結果 を待つ。  

 

Ｎ：一気に読 みまし た。  

Ｙ ： 難 民 の 少 年 の サ バ イ バ ル 物 語 と い う 題 材 と と も に 、 読 ま せ る 工 夫 が 幾 重

にも見られま す。  

Ｎ ： 作 品 の 中 で サ ミ ー ム の 「 現 在 」 は 、 イ ギ リ ス の 里 親 の 家 で 、 学 校 に 通 っ

て い ま す 。 そ し て 、 難 民 申 請 の た め に 、 弁 護 士 や ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー に ア

フガニスタン を出て から「現在」 までを 語ります。  

Ｙ ： ト ル コ で 男 の 子 の ふ り を し て い た 少 女 ダ ー リ ャ の こ と だ け は 、 弁 護 士 た

ち に で は な く 、 同 居 し て い る 同 い 年 の エ リ ト リ ア 人 の リ タ に 語 り ま す 。 い

ず れ に せ よ 、 読 者 は 、 弁 護 士 や リ タ と い う 聞 き 手 の 側 に た っ て サ ミ ー ム の

体 験 を 知 る こ と に な り 、 そ の 距 離 が 、 サ ミ ー ム の 経 験 を 冷 静 に 受 け 止 め ら

れる仕掛けに なって います。  

Ｎ ： そ の 語 り の 中 で 、 サ ミ ー ム は 「 ゼ イ ン こ そ 、 こ こ に い る べ き な ん だ 。 ぼ

くじゃなくて 。」と言 い、親友で 死んでしま ったゼインに 対して 罪の意識を

感 じ て い る こ と を 吐 露 し 続 け ま す 。 そ こ で 、 読 者 は 、 サ ミ ー ム と ゼ イ ン に

何があったの か知り たいという気 持ちで 読み続けます 。  

Ｙ ： サ ミ ー ム は 、 冒 頭 か ら 幽 霊 の ゼ イ ン と 対 話 を し ま す 。 ゼ イ ン は 突 っ 込 み

役 で 、 い つ も 窮 地 に 陥 っ た サ ミ ー ム を 笑 わ せ て く れ て リ ラ ッ ク ス さ せ て く

れ ま す 。 幽 霊 の ゼ イ ン は 、 も ち ろ ん 、 も う 一 人 の サ ミ ー ム で す が 、 幽 霊 の

ゼインを見る ことで 、自分を客観 的に見 ることができ 、「 笑い 」が生きる力

になることが 読み取 れます。  

Ｎ ： サ ミ ー ム が 自 ら の 体 験 を 語 る こ と は 、 難 民 申 請 の た め で あ る と 同 時 に 、

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#081213
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


自 分 が 出 会 っ て 助 け て く れ た り 、 必 死 で 生 き よ う と し た り 、 命 を 落 と し た

りする人たち の「名 前」を残すた めだと いう点も心に 残りま した。  

Ｙ：「読ませ る」とい う点でいえば、サ ミ ームの過去の 語りの 間に、彼のイギ

リ ス で の 生 活 が 描 か れ ま す 。 そ の こ と に よ っ て 、 サ ミ ー ム が い か に 重 荷 を

背負って毎日 を生き ているかが想 像でき ます。そ んな中 、難民 の同級生や、

体 は 女 子 で 心 は 男 性 の レ ン ス な ど を 執 拗 に 差 別 し 、 い じ め ぬ く マ ッ ク ス が

登 場 し 、 二 人 の 関 係 が ど う な る か が 気 に な り ま す 。 そ し て 、 難 民 申 請 が 承

認されるかど うかも 知りたいと思 って読 みます。  

Ｎ ： 最 後 の 方 で は 、 サ ミ ー ム と マ ッ ク ス の 関 係 、 難 民 申 請 の 結 果 、 ゼ イ ン が

どうなったか など、「 そう来るか」 と思い ながら読みま した。  

Ｙ ： 私 も 、 語 り の 力 に 圧 倒 さ れ て い た だ け に 、 最 後 の 解 決 の 仕 方 に つ い て は

ど う い う 意 味 か を 考 え 続 け て い ま す 。 た だ 、 サ ミ ー ム が た だ の い い 子 だ と

書 か れ て い な か っ た こ と 、 そ し て 、 そ れ が 難 民 で あ る か ら こ そ 、 死 と 隣 り

合 わ せ の 結 末 に つ な が る こ と が 書 か れ て い た こ と は 、 難 民 の 子 ど も た ち が

い か に 理 不 尽 な 状 況 に 置 か れ て い る か が 読 み 取 れ て と て も 説 得 力 が あ る と

思いました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 133 回  「種山ヶ 原」  

 夏の終わり の夢  

 

種山ヶ原は、 北上山 地のまん中の 高原で す。  

 

〈 春 に な る と 、 北 上 の 河 谷 の あ ち こ ち か ら 、 沢 山 の 馬 が 連 れ て 来 ら れ て 、

此 の 部 落 の 人 た ち に 預 け ら れ ま す 。 そ し て 、 上 の 野 原 に 放 さ れ ま す 。 そ れ

も八月の末に は、み ん なめいめいの 持主に 戻ってしまう のです 。なぜなら、

九月には、も う原の 草が枯れはじ め水霜 が下りるので す。〉  

 

「 雲 が ち ぎ れ 、 風 が 吹 き 、 夏 の 休 み も も う 明 日 だ け で す 。 ／ 達 二 は 、 明 後 日

か ら 、 ま た 自 分 で 作 っ た 小 さ な 草 鞋 を は い て 、 二 つ の 谷 を 越 え て 、 学 校 へ 行

くのです。」―― 達二 は、お母さ んにいわ れて、上の 原のすぐ 上り口で草を 刈

っている、おじいさ ん と兄さんに弁 当をも って行きます。牛も つ れて行って、

草 を 食 べ さ せ な け れ ば な り ま せ ん 。 と こ ろ が 、 お 兄 さ ん が 、 も う す ぐ 曇 る と

いって、向こうで仕 事 をしているあ いだに、急に牛が逃げ 出して しまいます。

達 二 は 、「 牛 ぁ 逃 げ る 。 牛 ぁ 逃 げ る 。 兄
あぃ

な 。 牛 ぁ 逃 げ る 。」 と 叫 び な が ら 追 い

か け ま す が 、 達 二 自 身 が 迷 子 に な っ て し ま い ま す 。 空 が 暗 く 重 く な っ て き ま

す。――（間 違って 原を向う側へ 下りれ ば、もうおら は死ぬ ばかりだ）  

 

「 空 が 旗 の よ う に ぱ た ぱ た 光 っ て 翻 え り 、 火 花 が パ チ パ チ パ チ ッ と 燃 え ま し

た。」――達 二は、草 にたおれてし まいま す。そして、夏休み にみんなと踊 っ

た剣舞のよう す（ダー、ダー、ダー、ダ ー、ダースコダーダ ー。）や、もう学

校 が は じ ま っ た の か 、 教 室 の 景 色 や 、 小 鳥 を 欲 し が る 女 の 子 、 達 二 を さ ら お

うとして小脇 にかか える山男…… 幾重に も重なる夢の ように 見るのです。  

 

や が て 、 達 二 が 眼 を あ け る と 、 す ぐ 眼 の 前 に 、 牛 が の っ そ り と 立 っ て い ま し

た 。「 お お い 。 達 二 。 居 る が 。 達 二 。 達 二 。」 と 兄 さ ん の 声 も か す か に 聞 こ え

ます。ようや く空が 明るくなりま した。  



 

この「種山ヶ原」は 、「風の又三郎」の「 九月四日」の章に転 用されます。牛

を 追 い か け て 道 に 迷 っ た 達 二 は 、 逃 げ た 馬 を 追 い か け る 嘉 助 と し て 、 も う 一

度、描き直され ること になります。明 後日、学校がはじま ったら、転校生（「 風

の又三郎」に登 場する 髙田三郎）がや ってく るのかもしれ ません 。（馬車別当）  

 

（本文の引用 は、 新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』 によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８８  

*****************************************************************  

 

「ラミ、きみが話 して くれてるのは、お れた ちの物語なん だよ」と 、ユセフ。  

 ノルもうな ずく。  

「わたしたち の物語 でもあるわ」  

 バ シ ャ ー ル は 、 ハ ッ サ ン と ユ セ フ の 顔 を か わ る が わ る 見 て い た が 、 や が て

ラミにたずね る。  

「だけど、白 馬はど うなったの？  スー ホはまた会え たの？ 」  

「しーっ！も うすぐ ラミがつづき を話し てくれるから ね」  

とムスタファ が言う 。  

 ラ ミ が バ イ オ リ ン の 弓 を 持 ち あ げ る と 、 風 が は こ ぶ 涙 の よ う に 音 が あ ふ れ

出す。ラミが つづき を語る。  

 

（『風がは こんだ物 語 』ジル・ルイス /著  ジョー・ウ ィーヴァ ー /絵  さくま

ゆみこ /訳  あすな ろ 書房  2018 年 9 月  p.61）  

 

対 談 で 紹 介 し た 作 品 と 同 じ く 難 民 の こ と を 描 い た 作 品 で す 。 13 回 の 冬 と 14

回 の 夏 を 過 ご し て き た 少 年 ラ ミ は 、 エ ン ジ ン が 止 ま り 、 海 に 漂 う ビ ニ ー ル 製

の ボ ー ト に 細 長 い ケ ー ス を 抱 え て 乗 っ て い ま す 。 ボ ー ト に は 、 ６ 歳 の バ シ ャ

ー ル と ４ 歳 の ア マ ニ 、 母 ノ ル と 父 ム ス タ フ ァ の 家 族 、 老 人 モ ハ ン マ ド と 犬 、

青年ユセフと ハッサ ンの兄弟が乗 ってい ます。  

 

乗 客 た ち は 、 ラ ミ に シ ョ ー ル や 食 べ 物 や 飲 み 物 を く れ よ う と し ま す が 、 ラ ミ

は 返 す も の が な い と 言 っ て 何 も 受 け 取 り ま せ ん 。 ラ ミ は 、 ボ ー ト に 乗 っ て い

る 人 た ち に 、 抱 え て い る ケ ー ス の 中 に は バ イ オ リ ン が 入 っ て い る こ と を 見 せ

ます。そし て、「わた したちがこの 夜をな んとか乗り切 るため の物語を聞か せ

て」という ノルの依 頼に応えて 、「兵 隊が やってきた日 に、オ ーケストラの 指

揮者がぼくに 話して くれた物語」 をバイ オリンを弾き ながら 語ります。  

 

そ れ は 、 若 い 羊 飼 い の ス ー ホ と 、 ス ー ホ が 雪 の 中 で 死 に そ う に な っ て い る の

を 見 つ け 、 育 て た 白 い 野 馬 の 物 語 （ 日 本 で は 「 ス ー ホ の 白 い 馬 」 と し て 知 ら

れ て い る ） で し た 。 引 用 に あ る よ う に 、 場 面 が 変 わ る ご と に 、 ボ ー ト に 乗 っ

て い る 人 が 、 こ れ は 自 分 の 物 語 だ と 言 い 、 過 去 の 楽 し い 思 い 出 や 苦 難 を 語 り

ます。  

 

音 楽 と 、 生 と 死 と 、 人 と 動 物 の 深 い か か わ り を 描 い た 物 語 が い か に 人 々 の 空

腹 や 死 へ の 不 安 を 忘 れ さ せ 、 自 ら の 物 語 を 語 る こ と に よ っ て 、 人 々 が い か に

お互いを理解 するこ とができるか が作品 から伝わりま す。「風 がはこぶ涙の よ

う に 音 が あ ふ れ 出 す 」 の よ う な 詩 的 な 言 葉 と 、 ボ ー ト に 乗 っ て い る 人 々 が 心

の 中 で 描 い て い る 風 景 と 現 実 の 風 景 を 描 い た た っ ぷ り の 絵 が 、 難 民 の 人 た ち

の豊かな生と 、困難 を如実に描い ていま す。（Ｙ）  



*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

美術館「え き」KYOTO で 10 月 25 日まで開 催されている「宇野亞 喜良展  AQURAX 

UNO」に行ってき まし た。宇野亞 喜良が描 いた広告など の原画 やポスター 、絵

本 や 書 籍 の 挿 絵 や 原 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン 映 像 、 絵 画 、 立 体 作 品 、 舞 台 美 術 な

ど 500 点以上が展示 されていて 、「華麗 で 耽美な」（ ＨＰより ） 宇野亞喜良ワ

ールドに浸る ことが できました。  

 

全体は 12 章で構成さ れており、第 １章「 プロローグ  名古屋 時代」、第 ２章

「 グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー  宇 野 亞 喜 良 」、 第 ３ 章 「 企 業 広 告 」、 第 ４ 章 「 ア

ニメーション 映画」、第５章「ポスタ ー」、第６章「絵本・児童 書 」、第７章「版

画集・作品集 」、「人 魚姫」、第 ８章「新 聞 ・雑誌」、 第９章「 書 籍」、第 10 章

「絵画・立体 作品」、 第 11 章「舞台美術 」、第 12 章「近作・ 新 作」となって

いました。 1934 年生まれで現在 92 歳の宇 野亞喜良が、 1950 年代初めのデビ

ュー以来いか に幅広 いジャンルで 第一級 の仕事をして きたか がわかります 。  

 

特に印象に残 った作 品に、「カ シミロン 」（旭化成工業 ）ポス ター（ 1960 年）

が あ り ま し た 。「 お も さ を わ す れ た 《 セ ン イ 》」 と い う コ ピ ー が つ い て い る よ

う に 、 布 が 羽 ば た く 鳥 に 変 身 し て い く 過 程 が 描 か れ 、 布 が い か に 軽 い か が 視

覚的に感じら れます 。また、「三 井信託銀 行」のポスター（ 1971 年）は、存在

感 の あ る 美 し い 花 で 飾 ら れ て い る 帽 子 を か ぶ っ た 「 眉 毛 を 剃 っ て 長 い 睫 毛 に

物 憂 げ な 表 情 を 浮 か べ る 」 女 性 が 描 か れ て い ま す 。 引 用 は 、 こ の 展 覧 会 を 監

修 し た 、 刈 谷 市 美 術 館 の 学 芸 員 松 本 育 子 さ ん の 図 録 の 解 説 「 宇 野 亞 喜 良 の イ

ラストレーシ ョン－ その魅力の在 り処を めぐって」によ ります 。そこには「「宇

野 亞 喜 良 ス タ イ ル 」 の 女 性 た ち が 街 を 闊 歩 し 、 時 代 の フ ァ ッ シ ョ ン を 牽 引 し

たようだ。」と書か れ ています。  

 

絵本や児童書 の絵も 展示されてい ました 。その中には 、 1957 年に出版され た

『 青 い 鳥 』（ 堀 尾 青 史 /著  エ ン ゼ ル 社 ） の 絵 本 の 原 画 も あ り ま し た 。 大 人 用

の イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン と は 異 な る ふ っ く ら し て に っ こ り 笑 う 子 ど も や 動 物 た

ちが登場し 、「青い 鳥 」の不思議な 世界を 表現していま す。  

 

そ の ほ か 、 さ ま ざ ま な 少 女 や 女 性 の 妖 艶 な 絵 、 ね こ の 絵 の 魅 力 に も 圧 倒 さ れ

ま し た 。 演 劇 や バ レ エ の た め の 立 体 的 な 作 品 も 興 味 深 く 、 特 に 、 ダ ン ス ・ エ

レマンの「美女と 野 獣」のかたつむり の 被り物や、 Project Nyx の人形劇『星

の王子さま』 の人形 にも目を奪わ れまし た。  

 

自分はなぜこ れを美 しいと感じる んだろ う、「美」って何だ ろう と思いながら 、

展覧会を後に しまし た。（Ｋ）  

 

美術館「えき 」 KYOTO 

https://www.mistore.jp/store/kyoto/museum.html  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

第７章  天沢 退二郎 先生  

その２  『月 曜児童 文学』  

 

1982（昭和 57）年２ 月 13 日の夕刻、パリ 10 区ボン・ヌーベル の韓国料理「 竹  

https://www.mistore.jp/store/kyoto/museum.html


園」で私たちが食事 を はじめたころ、日本 人 の男性ふたり が店に 入ってきて、  

となりのテー ブルに 案内されまし た。ひと りは、天沢退 二郎先生（ 1936～ 2023 

年）でした。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家  

や評論家の仕 事に対 する考察や、 さらに は、そこから 、現代 児童文学史の と  

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

第３回「富安 陽子  ＩＩＣＬＯ  ストー リーコンペ」 結果発 表！  

◎  第１位  「なき す な駅のベンチ 」  木尾 文香 /作  

 ※  富安陽子理事 長 の手描き表彰 状を贈 呈します。  

◎  第２位  「じっ ち ゃんの海にか かる橋 」  ひしかわりえ /作  

≪講評≫  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -3kekka.html 

木尾文香さん 、ひし かわりえさん 、おめ でとうござい ます！  

 

≪総評・第３ 回≫   理事長  富 安陽子  

今 回 の キ ー ワ ー ド は 、 ト ビ ウ オ と く つ 下 。 皆 さ ん は 、 い か が で し た か ？ お

お よ そ 無 関 係 な 、 こ の 二 つ の 言 葉 を ど う や っ て 物 語 の 中 に 取 り 込 み 、 ど う 関

連づけようか と頭を 悩ませたので はない でしょうか？  

コンペも三回 目とな り、 10 枚の物語作り という課題に は、み んなだんだん

手 馴 れ て き た な と い う 印 象 を 持 ち ま し た 。 変 に 尻 切 れ ト ン ボ だ っ た り 、 妙 に

詰 め 込 み 過 ぎ だ っ た り す る 物 語 は 減 り 、 手 堅 く ま と め ら れ た 作 品 が 多 か っ た

ように思いま す。  

反 面 、 イ メ ー ジ の 広 が り と い う 点 で は 、 ま だ ま だ 成 長 の 余 地 が あ り そ う で

す。トビウオにくつ 下 をはかせる、という ス トーリーが何 篇もあ りましたが、

別 に 二 つ を く っ つ け る 必 要 は な い の で す 。 も っ と 自 由 に 、 も っ と 様 々 に 、 キ

ー ワ ー ド か ら イ メ ー ジ を 広 げ て み て 下 さ い 。 次 回 、 第 ４ 回 の ス ト ー リ ー コ ン

ペ で 、 皆 さ ん の 新 し い 物 語 に 出 逢 え る こ と を 楽 し み に し て い ま す 。 さ て 、 次

のキーワード はなん でしょう！  

 

ＩＩＣＬＯ  ストー リーコンペは 、年２ 回。  

次回のキーワ ードは 11 月 20 日（メルマガ NO.195）に発表しま す。  

（１位、２位 のおふ たり、面白い ワード をよろしく！ ）  

応募締め切りは 2027 年２月２日で す。  

物語づくりの 上達の 決め手は、と にかく 、たゆまず、 書き続 けることです 。  

さあ！物語を 書きま しょう。  

皆さんの、面 白いお 話を待ってい ます！  

 

＜富安理事長 の参考 作品はこちら から＞  

「蔵守猫の話 ③」  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe -3kekka.html#ref-3 

 

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● 企 画 展 「 Made in と し ま の 紙 芝 居 ～ 日 本 画 劇 が 残 し た も の ～ 」 記 念 講 演 会

＆紙芝居実演 「豊島 区ゆかりの戦 後紙 芝 居  －日本画劇株式 会 社の足跡－ 」  

講師：浅岡靖 央（児 童文化研究者 ）  

日時： 11 月７日（土 ）  14： 00～ 15： 30 ※定員 70 人、無料 、要申し込み  

場所：としま 産業振 興プラザ  ６ 階多目 的ホール  

主催：豊島区 立郷土 資料館  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ぼ く の名前はサミー

ム』をプレゼント しま す。ご希望の方は、プ レゼント応募 フォー ムから、（ 1）

お 名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し

ければ  （ 5）このメ ルマガのご感 想をお 書きのうえ  ご応募く ださい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は 11 月 10 日（火）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

秋祭りや運動 会、美 術展など秋な らでは の行事が続い ていま す。雨が続い て

いた毎日から、秋晴 れ の日々ともな れば、つ いどこかに出 かけた くなります。

大阪の紅葉は まだ早 いようですが 、今、 見ごろのコス モスを 見にいきたい と

思っています 。（Ｔ Ａ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

みなさまのご 意見・ ご感想をお聞 かせく ださい。下記 メール アドレスまで お  

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
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